



















































【Reference Review 62-6 号の研究動向・全分野から】
生き残るために必要な中小製造業企業の海外展開における現地人材育成とは
経済学部准教授　栗田　匡相
　「できないとは思っていましたが、ここまでひどいとは思っていませんでした・・・本当に驚くと共に
どうしたらよいのかと頭を抱えてしまいます・・・」、こう話してくれたのはインドネシアのジャカルタ
近郊に工場を構える日系製造業企業の日本人駐在員の方だ。工場労働者と現地人幹部 10名程度に小学生
で学ぶ算数の簡単な問題を解かせた所、平均点は 10問中 3問正解というレベルで、手のつけようがない
ほどの基礎学力不足を目の当たりにすることになった。テストを受けた参加者は高卒以上の学歴を有し、
中には大卒もいた。
　国内に出回る消費財に占める輸入品の割合が低下し、国内生産回帰が進んでいるとの報道がある。確か
に日系企業の進出が多いアジア各国の賃金上昇は著しく、コスト安を見込んで進出した企業にとってのう
まみは年々少なくなっているのが実情だ。このような状況が続く場合、既に海外へと進出し、生産を行っ
ている企業にとっては撤退を考えるか、あるいは人件費上昇によるコスト高が継続する状況を見据えて生
き残るための新たな戦略を考える必要がある。しかし、大企業ならいざ知らず、海外に生産拠点を持つ中
小企業にとっては海外進出の失敗を撤退という形で精算することは、親企業の倒産に直結する極めて大き
な事態につながりかねない。数年前まであれほど活況にわいていたインドネシアへの投資も現在では冷え
込み、インドネシアに限らずアジア全域で成長の停滞が生じている。これまでアジアの成長を牽引してき
た国々の成長が軒並み鈍化したせいだ。いわゆる中進国の罠に陥っている状況であり、残念なことにその
解決の糸口は一向に見えない。このような状況では、既に進出を行ってしまった日系の中小企業にとって
は撤退か継続かという生やさしい二者択一ではなく、生きるか死ぬかという二者択一を日々突きつけられ
ているという状況に近いのかもしれない。
　M&Aなどの合併、吸収といった方策はさておき、企業が単体で生き残っていくための戦略を大まかに
整理すると、新たな市場を開拓すること、あるいは企業の生産性を向上させること、の二つに絞られる。
櫻井他（2017）によれば、日本の対中投資は 3年連続で減少しており輸出基地としての中国の位置づけは
低下している一方で、新たなマーケットを現地で開拓する現地市場志向型へと企業戦略の方向転換をする
企業が増えていることを指摘している。また、太田・越村（2017）によれば、現地需要開拓にむけて現地
人材の登用を積極的に行っている企業は市場開拓が成功している確率が高いようだ。アジア地域は世界の
